
日本共産党市議団
９月議会一般質問

　日本共産党市議団は、昨年12月議会に、高齢の低所得
者の医療費を無料にする「高齢者の医療費の助成に関
する条例」を提出しました。健康福祉常任委員会で毎議
会「国の動向を見て」という理由で継続されてきました
が、今議会で共産党を除く反対多数で否決されました。
　来年「後期高齢者医療」保険料が１７％も値上げされ
る試算が、東京都広域連合より示されました。町田市の
６５歳以上の介護保険料も大幅に値上げされる見通し
であり、このままでは高齢者のくらしはいっそう大変に
なります。医療がもっとも必要な高齢者世代が安心して
医療を受けられるようにするため、高齢者医療費の負担
を無くすことは切実な願いです。高齢者医療費の負担
軽減や後期高齢者医療保険料の値上げ中止を求めて、
日本共産党は引きつづきがんばります。
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【市直営】忠生公園、真光寺公園、山王塚公園、
薬師池公園、芹ヶ谷公園。
【指定管理】日向山公園、小野路公園、相原中央公園、
野津田公園、町田中央公園、鶴間公園。

12月議会で有料化・値上げが計画
されている公園駐車場（1579台）

（2011年第3回定例会建設常任委員会行政報告より）

１１月9日（水）・24日（木）・
12月14日（水）

法律相談法律相談無料

14時から

予約が必要です。TEL042（723）6312
か各市議へご連絡ください。

場所　市役所５階日本共産党控室（１２月１４日は場所未定）

文教社会常任委員長
佐々木とも子
TEL（793）4137

建設常任委員
とのむら健一
TEL（793）5458

総務常任副委員長
佐藤よう子
TEL（797）5948

健康福祉常任委員
細野りゅう子
TEL（796）8163

文教社会常任委員
池川友一
TEL（734）1116

介護保険料の
大幅値上げはやめて
　細野りゅう子市議は、来年度見
直される介護保険料の値上げをし
ないよう求めました。現在より３０％
もの値上げになる可能性もあり、
高齢者のくらしを脅かすことになり
ます。現行制度では、保険料を抑
えるためには、基金を取り崩すしか
ありません。本来負担すべき交付金や市の負担金の増
額など、あらゆる手段を講じて値上げを押さえるよう求
めました。いきいき健康部長が「介護保険料は、これ
から検討する」と答弁。値上げを中止させるため、市
民の声を届けましょう。

非核平和都市宣言30周年に
ふさわしいとりくみを
　佐藤よう子市議は市長に、核兵
器廃絶の今日的意義について質
問。市長の口からは何も語られま
せんでした。３０周年記念事業とし
ては「重点事業として位置づけ、
写真展などのイベント、講演会、
被爆者の証言DVDなどを考えて
いる」と担当部長が答弁。災害時の水の安定供給の
ため、市内３カ所の浄水場の整備、飲用可能な災害
時協力井戸の年１回の水質検査を求めました。

労働者の生活の向上へ
「公契約条例」の制定を
　とのむら健一市議は、自治体が
発注する工事や業務などの契約に
おいて、労働者の賃金が切り下げ
られることがないように、野田市
などで施行されている「公契約条
例」の制定を求めました。財政部
長は、「先進自治体や国の動向を

踏まえて研究する」という答弁にとどまりました。業
務委託の入札に最低制限価格設定を導入せよとの質
問には、「早急に導入したい」と答えました。町田市
基本計画（１０年プランと５カ年計画）の策定にあったっ
ては、「市民のいのちとくらしを守ること」を中心に位
置付けるべきと要求。新庁舎の建設による交通渋滞と
住環境悪化の解決を求めた質問については、「警視庁
と協議する」と答えました。

小学校給食の
民間委託はやめよ
　佐々木とも子市議は、児童・生徒
の安心・安全な学校生活を支える
給食調理員や用務、事務職は、民
間委託や再任用、嘱託職員に置き
換えるべきではないと質しました。
　学校教育部長は、いま小学校４２
校の正規給食調理員は６１名、再
任用２０名、嘱託（パート）１６２名で、今後、退職者不補
充で給食を安定的に提供するためには、調理員の委託
導入を検討する、保護者の意見は学校給食問題協議会
を開いて伺うと答えました。

認可保育所の増設で
待機児ゼロに
　池川友一市議は、認可保育所増
設を軸にした待機児ゼロ対策を求
めました。２０１２年～１４年の３カ年
で８５１人の定員増が明らかになり
ました。また、小山保育園に病後
児保育が設置されます。保育所の
子ども一人あたりの面積基準を引

き下げるべきでないと求めましたが「一定期間、面積
基準を緩和するのが現実的な方法の一つ」という方向
が示されました。
　他にも、地域防災計画の見直しや再生可能エネル
ギーの普及について質問をしました。
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